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〔論文審査の要旨〕 

 

本論文は，説明的文章の読みの学習領域において，どのような学習過程が国語学力を形成す

るのかという国語学力形成論に，①教材（説明的文章），②学習者，③教師，④学習者同士の

協同的過程，という４つの軸で取り組んだものである。 

本論文は，序章・結章を含めて，８章で構成されている。 

序章「研究の目的と方法」では，本論文の目的・方法・意義が述べられている。 

第１章「説明的文章の読みの学力形成論の課題」では，認識論的な説明的文章の理解を基盤

としながら，認知心理学等の研究成果を取り入れ，学習者の認知過程や学習過程，発達に沿っ

て，より高次の読みの学力を把握し，それが他者との関係や協同的な学習の過程の中でどのよ

うに形成されるかを実証的に明らかにすることを研究課題として設定している。 

 第２章「推論的読みを軸とした説明的文章の読みの学力モデルの構想」では，先行研究によ

る二つの文章理解モデル（ヴァン・ダイクとキンチュによる一般的文章の理解モデル，B.J.F.

マイヤーによる説明的文章の理解モデル）を検討するとともに，説明的文章における論理およ

びその理解のあり方について，知識哲学，科学哲学，修辞学などを手がかりにして検討するこ

とで，形成論的な読みの学力モデルを構築している。 

第３章「推論的読みを観点とした中学校説明的文章教材の文章構造の分析」では，「教材」

の観点から，中学校説明的文章教材について，修辞・論証の理解に焦点を当てた分析を行うこ

とで現実的な説明的文章教材を類型化するとともに，中学校三年間の説明的文章教材の系統性

を明らかにしている。 

第４章「中学校段階における説明的文章の推論的読みの発達と学習可能性」では，「学習者」

の観点から，学習者の説明的文章の理解過程の実態と，発達段階による理解のあり方の違い，

修辞・論証モデル形成のための理解方略の学習可能性について，小学校高学年および中学生に

対する調査を通して探究している。その結果，読みの行為は一時的な目的の影響より文章構造

との関わりの方が大きいこと，学年段階が上がるにしたがってエピソード的な出来事から話題

についての構造的な説明のあり方へと興味の観点が移行すること，結論の理解の程度が学年段

階の進行のみならず意識化の程度と関連していることなどを指摘している。 



第５章「教師の持つ説明的文章の読みの学力観と指導理論の検討」では，「教師」の観点か

ら，教師の持つ説明的文章の読みの学力観と授業のあり方との関連について，授業記録の分析，

インタビュー調査，米国における読みの教授との比較という３つの方法を用いて検討し，授業

記録の分析からは教師の持つ説明的文章の読みの学力観と授業のあり方との関わりをとらえ

る枠組みが設定でき，中学校国語科教師に対するインタビュー調査からは授業のあり方と背後

にある教師主体が持つ指導理論との関係を明らかにでき，米国における読みの教授との比較か

らはスキルから方略へという指導観が得られたとしている。 

第６章「中学校段階における協同的過程による説明的文章の推論的読みの形成」では，「学

習者同士の協同的過程」の観点から，説明的文章の推論的読みを形成するための授業仮説を立

て，実際に授業を行うことで，学習者同士の協同的過程を通して推論的読みがどのように形成

されるのかについて検討を行い，協同的過程を通して推論的読みが実現し，その推論的読みが

継続的，発展的に経験されることで学力が形成されることを論じている。 

結章「説明的文章の読みの学力形成論の展開」では，これまでの研究成果を総括し，説明的

文章の読みの学力形成への提言（４つの軸と学力モデルによって学力形成過程の把握が行われ

ること，学力モデルは最終的に教師のものになるべきことなど），および国語学力の形成への

提言（４つの軸と領域ごとの学力モデルによって，「書くこと」「話すこと・聞くこと」の国語

学力の形成過程についても把握すべきこと，領域によって，第①軸から第④軸に差異があり，

そうした差異をふまえるべきことなど）を行っている。 

 

 本論文の意義は，次の４点に見出される。   

（１）国語科授業こそが学力を形成する場であると位置づけ，教材・学習者・教師の三者の

関係で学力の形成過程を明らかにした本論文は，理念的な目標論や教育課程論レベルで行われ

てきた従来の国語学力研究を臨床的手法において開拓・前進させている。 

（２）わが国における実証的な研究の多くが小学校で行われてきたのに対して，本論文はそ

れを中学校段階にまで拡張し，その連関の中で読みの認知過程，発達状況を明らかにしている。 

（３）本論文において，学習者の行う推論を読みの学力として措定し，推論が文章の論理を

理解する力や批判的な読みの力の中核となることを示したことは，教師にとって，教材分析・

学習課題作成の観点となり，表層的な理解にとどまりがちな説明的文章の読みの授業を深化さ

せる大きな示唆になっている。 

（４）学習者の読みの過程を調査するにあたって，実験のための文章ではなく授業で使われ

る実際の教材文が用いられたり，授業そのものにおける小集団の協同的な過程について分析が

行われたりしていて，国語教育の実態を見極め，それを手がかりとして研究を展開するという

国語教育学研究の本来のあり方を提示している。 

 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 
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